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           From the Department of Urology, Osaka University Medical School 
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   A case of a retroperitoneal teratoma having a marked degree of differentiation was 

recently experienced in our clinic. 

   The case was a 31year-old male with a complaint of a palpable mass in his right hy,               12 

pochondrium, who was successfully treated with total extirpation. The specimen showed a 
marked degree of differentiation and some foetiform characteristics. 

   The two conditions, retroperitoneal teratoma and foetus in foetu were briefly  compared 

and discussed.

後腹膜腫瘍はLobstein(1829)に よれば,

横 隔膜 より骨盤無 名線 に至 る間 の後腹膜腔 に発

生す るもので,こ の部 に存在す る諸臓器,例 え

ば腎臓及 び副腎な どと無関係で ある腫瘍 と定義

され,Morgagni(1761)の 脂 肪腫 に関す る報告

が最初で ある.後 腹膜 腫瘍 の うち奇 形腫 の 占め

る割合は,本 邦に於ては海外 に於け るよりも多

くみ られ るもので,決 して珍 らしい疾患ではな

い.し か しなが ら,今 回我 々はその特異な レ線

所 見か らこれ を術前 に診断 し得 ると共に,別 除

した腫瘤 が外 観上,奇 形腫 の うちで も全 く胎児

に近 い形 態を呈す るという,極 めて珍 らしい症

例を経験 したので,そ の症例を報告 す る.

症 例

3才1カ 月,男 子.

家族歴及び既往歴:特 記すべき事なし,

主訴:右 季肋部の腫瘤,

現病歴:昭 和39年5月 頃より時々,腹 痛を訴える事

があったが,当 時は未だ腫瘤に気づかなかつた.昭 和

39年8月 に右季jj力部に腫瘤のあるのte両 親が気付き,

当院小児科を受診,8月28日 当科へ紹介された.全 経

過を通じて肉限的皿1尿を来たした事はなかった.

現症:俸 格中等度,栄 養梢不良,身 体には表面的に

は何処にも奇形を認めず,胸 部り琿学的所見は正常.

血圧:92～64mmHg,血 沈値:'1時 間値16,・2時 闘値

38,赤 血球数,白 血球数,白 血球百分率及び血液化学

的所見には異常はない.

泌 尿器科学的所見:腹 部は平坦であるが,触 診する

と,右 季肋部に小児頭大の腫瘤を触れる.表 面 は平

滑,弾 力性硬で,移 動性はな く,波 動も認められな

い.

尿所見=黄 色透明,酸 性で蛋白(一),糖(一),

ウロビリノーゲン正常.沈 渣:赤 血球(一),白 血球

(一),上 皮細胞(一),細 菌(一)で あった.

レ線所見:単 純撮影で,右 季肋部に明らかな楕円形

の異常骨陰影が認め られる(第1図)

排泄性腎孟レ線像は左腎孟は正常,右 は腎孟が異常

骨陰影と重複しているが,造 影剤の排泄は良 好 であ

り,腎 影像は明瞭で,拡 張や変形はみ られない(第2

図)

以上の所見か ら,右 後腹膜奇形腫と診断し,昭 和39

年9月2日,手 術を施行した,

手術所見=右 の第11肋 骨 上を走る腰部斜切開にて後

腹膜腔に達す 同部にはやや外側に圧排され た右 腎

と,こ れより内方に小児頭大の,部 分的に軟か く,部

分的に軟骨様硬度の腫瘤がある。故に前方に直角に1
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つの補助切開をおいた.右 腎の大きさは正常,尿 管も

正常であつた.腫 瘤の上を腹膜が外側迄被つていたの

で,腹 腔を開き,腹 腔内外より腫瘤を周囲より剥離し

た.腫 瘤のほぼ上極に血管茎があつたので,こ れを結

紮した後,切 断し,そ の後は癒着が軽度で あ つ た の

で,鈍 的並びに,部 分的には鋭的に腫瘤を劉除した.

易11Va標本=大 きさ11.5×10.7×9.8cm,重 量3609,

結合織性の被膜で被われ,こ れを開くと,中 から胎児

に近い形態を呈し,毛 髪を有するほぼ頭部,躯 幹部及

び四肢と称 し得る形態を呈する灰白色の腫瘤が出現し

た(第3及 び4図)割 面に於いて,軟 部組織はその

外層を皮層組織で被われた脂肪組織様のもので占めら

れ,躯 幹部及び四肢 と思われる部分には,そ れぞれ幹

状の骨組織がみられ,躯 幹部の骨組織の中には脊髄と

思われる組織がみ られた.し かしなが ら腸管をのぞい

ては,そ の他の組織で,肉 眼的に識別し得るものはな

かつた.

組織学的所見:皮 膚及びその附属器,脂 肪組織,滑

平筋,腸 組織,骨 及び軟骨組織,骨 髄,脳 及び脊髄組

織,リ ンパ節がみられた(第5～8図)い ずれもよ

く分化してお り,悪 性所見はみ られない.

組織学的診断=成 熟奇形腫.

術後経過=経 過はきわめて良好で,術 後12日 目に全

治退院した.

考 按

後腹膜腫瘍 は腫瘍 の中 でも比較 的 稀 な も の

で,総 腫瘍 に対 す る割合 は,PackandTabah

(1954)やBurmeister(1958)に よ ると,い

ずれ も全腫瘍 の約O.2%を 占 め るにす ぎな い と

云 われ てい る.後 腹膜腫瘍 の うち奇形腫 の占め

る割合 は,海 外 の統計 ではDonnelly(1946)

に よれ ば95例 中9例 で9.5%で あ り,Scanlan

(1959)に ょれ ぱ688例 中19例 で2.47%で あ る.

本 邦 の統計 では 日浅他(1959)に よれば351例

中60例,即 ち17。0%,楠(1961)に よれ ば351例

中62例,即 ち17.6%と 云 われ,海 外 に於 ける より

も奇形腫 の 占め る割合 は,は るかに多 くみ られ

る ものであ る.後 腹膜奇形腫 は海 外ではHow-

ship(1871),本 邦 では今(1902)の 報 告 を鴨

矢 とし,本 邦文献 上,私 が しらべ得 た 限 りで

は,今 日迄 に本症例 も含 めて100例 に達 してお

り,決 して珍 らしい ものではない.し か しなが

ら,本 邦 に於 て これ迄 にみ られた報告 では,そ

の大 き さに関 しては鈴木他(1958)の65509が
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最大 で,亀 井他(1941)の65009及 び勝(1931)

の58009と い つた ものが これに次 ぐものである

が,い つれ もそ の形態は嚢腫状或 いは実質性 の

不 規則 な塊状の腫瘤 で,外 観上,胎 児 に類似 し

た形態を呈す る程に よ く分化 した ものはみ られ

ていない.こ こで問題にな るのは,こ の様 に外

観上,胎 児 に類似 した形態を呈す るものは,実

は奇形腫で はな く,退 化 した胎児ではないか と

い う問題 である.す でにMecke1(Ca.1800)

は 腹 部或 いは後腹膜腔 に含有 された,い わゆ る

parasitictwin或 い はincludedtwinな る状

態 に対 して``foetusinfoetu"な る言葉 を提 唱

してい るが,そ の後 も奇形腫 とfoetusinfoetu

とを同一概念に解釈 して報告 された ものがみ ら

れ ている.

Willis(1958)は この両者 の厳密な区別を強

調 してお り,奇 形腫 は真 の腫瘍で あ り,foetus

infoetuは 腫 瘍 ではない点で,両 者 ははつ き り

と区別 され るべ きであるのは当然で ある.し か

しなが ら,foetusinfoetuと,非 常 に よく分化

し,胎 児様 の外 観を呈す る奇形腫 とを厳密 に区

別出来 ない ような場合 もあ り,Willis(1958)も

この点は認めてい る,foetusinfoetuは 海 外

に於 ては若干 の報告がみ られ,Lord(1956)は

そ の42例 を集 めているが,こ のうち4例 は奇形

腫 との間に厳密 な区別 の出来 ない状態 のもので

ある と云つ ている.奇 形腫は周知 の如 く,真 の

腫瘍で あ り,病 理組織学的 に,内,外 及び中胚

葉 よ り分化 した組織 を有 するのを原則 とす るも

ので,後 腹膜奇形腫 に於 ては一般 に,皮 膚及び

その附属器,骨 及 び軟骨,滑 平筋,脂 肪組織,

腸 管,リ ソパ節及 び末梢神経 といつた ものは普

通 にみ られ る もので,横 紋筋,内 分泌系組織,

泌 尿生殖系組織,肝,脾,感 覚器及び中枢神経

系組織 といつた ものが存在 するのは稀 であ り,

心 臓及 び肺組織 の存在 した とい う報告はみ られ

ない.普 通 には被膜 はみ られず,真 の腫瘍で あ

る事 か らも,漸 次増大 する傾 向を有 し,中 には

非常 に大 きな もの もみ られ,幼 児期 よ り少年期

及 び晩年 に至 つて発見 され るものまで様 々で あ

る.

これ に対 してfoetusinfoetuで は,分 化の
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途上にある脊椎や各骨格系 と共に,脳,脊 髄,
ド

肺,生 殖系組織及び副腎といつたものは普通に

み られるもので,痕 跡的な心臓血管系組織のみ

られた という報告 もある.普 通は被膜にっっま

れて,1本 の索状物で この被膜に連 絡 し て お

り,増 大する傾向は示されず,小 さくとどまつ

ているのが普通である.従 つていつれも幼児期

の早期に発見されており,Lewis(1961)の し

らべたのによると,こ れ迄の報告の全ては12カ

月目迄に発見されていると云つている.

我々の経験した症例は,ど ちらともはつきり

断定 し難い性格をもつており,そ の外観よりみ

ると,被 膜を有 し,頭 部,躯 幹及び四肢 とほぼ

識別し得る程度に分化 しており,脊 椎 と思われ

る幹状の骨組織中に脳及び脊髄組織がみられた

等の事実はfoetusを 考えさせるが,一 方,漸

次増大する腫瘍状の傾向を示 し,肺,生 殖系組

織及び副腎 といつた胎児には普通にみられるも

のが,仔 細な検索にも拘 らず,そ の痕跡 もみら

れなかつた事,被 膜はみ られたが,膀 帯の遺残

物 と考えられる索状物がみ られなかつた事等の

事実は,む しろ本症例ではよく分化 した奇形腫

と考えた方が妥当であると考えさせるので,後

膜腹奇形腫 として報告 した.

結 語

1)3才1カ 月の男子にみられた後腹膜腫瘤

の1例 を報告 した.

2)腫 瘤は外観上,胎 児に類似 した形態を呈

し,奇 形腫 と胎児 との厳密な区別をなし難い症

例であつたが,種 々の点を総括 し,奇 形腫 と考

えた方が妥当であると考えさせるので,後 腹膜

奇形腫 として報告した,

稿を終えるに当 り,恩 師楠教授の御懇篤なる御指導

並びに御校閲に対 し深 く感謝いたします.
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購
・第7`図 組織像(脊 誘組織)
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